
被爆65周年

平和を願って…

昭
和
20
年
8
月
9
日
　
午
前
11
時
2
分
…

た
っ
た
一
発
の
原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
、

多
く
の
人
々
が
亡
く
な
り
傷
つ
き
ま
し
た
。

あ
の
日
か
ら
、
65
回
目
の
夏
。

核
兵
器
や
戦
争
は
い
ま
だ
存
在
し
、

核
兵
器
廃
絶
へ
の
道
の
り
は

長
く
険
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
崎
は
被
爆
都
市
と
し
て
、

核
兵
器
廃
絶
・
恒
久
平
和
を
実
現
す
る
た
め
、

市
制
施
行
１
０
０
周
年
に

「
長
崎
市
民
平
和
憲
章
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
は
平
和
を
求
め
て
い
ま
す
。

国
籍
・
年
齢
・
性
別
…

す
べ
て
の
違
い
を
超
え
、

す
べ
て
の
人
が
平
和
を
強
く
願
う
こ
と
は
、

世
界
恒
久
平
和
を
実
現
す
る
大
き
な
力
に

な
る
は
ず
で
す
。

8
月
を
前
に
、
学
校
で
、
家
庭
で

平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　私たちのまち長崎は、古くから海外文化の窓口として発展し、諸外国との交流を通じて豊か
な文化をはぐくんできました。
　第二次世界大戦の末期、昭和20年（1945年）8月9日、長崎は原子爆弾によって大きな被害を
受けました。私たちは、過去の戦争を深く反省し、原爆被爆の悲惨さと、今なお続く被爆者の
苦しみを忘れることなく、長崎を最後の被爆地にしなければなりません。
　世界の恒久平和は、人類共通の願いです。
　私たち長崎市民は、日本国憲法に掲げられた平和希求の精神に基づき、民主主義と平和で安
全な市民生活を守り、世界平和実現のために努力することを誓い、長崎市制施行100周年に当
たり、ここに長崎市民平和憲章を定めます。
1 　私たちは、お互いの人権を尊重し、差別のない思いやりにあふれた明るい社会づくりに努
　めます。
1 　私たちは、次代を担う子供たちに、戦争の恐ろしさを原爆被爆の体験とともに語り伝え、
　平和に関する教育の充実に努めます。
1 　私たちは、国際文化都市として世界の人々との交流を深めながら、国連並びに世界の各都
　市と連帯して人類の繁栄と福祉の向上に努めます。
1 　私たちは、核兵器をつくらず、持たず、持ちこませずの非核三原則を守り、国に対しても
　この原則の厳守を求め、世界の平和・軍縮の推進に努めます。
1 　私たちは、原爆被爆都市の使命として、核兵器の脅威を世界に訴え、世界の人々と力を合
　わせて核兵器の廃絶に努めます。
　私たち長崎市民は、この憲章の理念達成のため平和施策を実践することを決意し、これを国
の内外に向けて宣言します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成元年3月制定）
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八
月
九
日
は
「
な
が
さ
き
平
和
の
日
」
で
す
。



　

今
年
で
、
被
爆
か
ら
69
年
目
。
原
爆
犠
牲
者
の
め

い
福
を
祈
り
、
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
を

世
界
に
訴
え
る
た
め
、
平
和
祈
念
式
典
を
開
催
し
ま

す
。

日 

8
月
9
日
（
土
）
午
前
10
時
35
分
〜　

　

※
午
前
7
時
30
分
開
場
。

所 

平
和
公
園
内
平
和
祈
念
像
前
広
場　

　

※
荒
天
時
は
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル　

他 

式
典
は
、
自
由
に
参
列
い
た
だ
け
ま
す
。（
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
手
荷
物
な
ど
は
少
な
め
に

お
願
い
し
ま
す
。）
な
お
、
今
年
、
新
た
に
原
爆
死
没

者
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
す
方
の
ご
遺
族
に
は
、
ご
案

内
状
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

　

式
典
の
様
子
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
ま
す
。

　

視
聴
方
法
は
式
典
開
催
日
が
近
ま
り
ま
し
て
か
ら
、

長
崎
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

原
爆
犠
牲
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま
す

　

8
月
9
日
（
土
）
午
前
11
時
2
分
の
原
爆
投
下
時

刻
に
合
わ
せ
て
サ
イ
レ
ン
や
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
、

原
爆
犠
牲
者
の
め
い
福
を
祈
り
、
黙
と
う
を
お
願
い

し
ま
す
。

（「
広
島
原
爆
の
日
」
の
8
月
6
日
（
水
）
午
前
8
時

15
分
と
「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」
の
8
月
15
日
（
金
）

正
午
に
も
、
サ
イ
レ
ン
や
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。）

屋
内
会
場

　

平
和
公
園
会
場
は
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

当
日
は
気
温
が
た
い
へ
ん
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
平
和
公
園
で
の
式
典
の
様
子
を
屋
内
で
ご

覧
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
場
を
設
け
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル　

日 

8
月
9
日
（
土
）　

午
前
9
時
30
分
〜

　
【
式
典
前
行
事
】　

午
前
10
時
〜

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
（
長
崎
玉
成
高
等
学
校
、
長
崎
ハ

ン
ド
ベ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館

日 

8
月
9
日
（
土
）
午
前
8
時
30
分
〜

会
場
付
近
の
交
通
規
制

問 

原
爆
被
爆
対
策
部
調
査
課
（
☎
８
２
９

－

１
１
４
７
）

長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典

平
和
公
園
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

被
爆
資
料
を
募
集
し
て
い
ま
す

遺
影
・
体
験
記
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

車両通行止め区間（8月9日午前９時～式典終
了時）
平和公園の地上・地下駐車場は利用不可（8月8
日午後8時～ 9日午後１時まで　※ただし、会
場周辺の道路の状況等により入庫可能時間が
前後する可能性があります。）

　

平
和
の
泉
へ
上
る
階
段
に
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

設
置
し
て
お
り
ま
す
。
混
雑
時
に
は
規
制
ま
た
は
、

停
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問 

原
爆
被
爆
対
策
部
調
査
課
（
☎
８
２
９

－

１
１
４
７
）

　

原
爆
資
料
館
で
は
、
被
爆
の
実
相
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
、
被
爆
資
料
を
収
集
・
保
存
し
て
い
ま
す
。

69
年
前
の
被
爆
の
惨
状
を
写
し
た
写
真
や
被
爆
し
た

も
の
な
ど
お
持
ち
で
し
た
ら
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
寄
贈
い
た
だ
い
た
被
爆
資
料
は
、
原
爆
資
料
館

で
保
存
し
、
企
画
展
な
ど
を
通
じ
て
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

問 

被
爆
継
承
課
（
☎
８
４
４

－

３
９
１
３
）

　

国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
で
は
、

原
爆
死
没
者
の
方
の
氏
名
や
遺
影
の
登
録
（
原
則
遺

族
の
方
か
ら
）
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
被
爆
の
実
相
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

被
爆
体
験
記
も
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問 

国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館

　
（
☎
８
１
４

－

０
０
５
５
）

「８月９日」を中心に平和を考えるための行事が行われます。



　

被
爆
の
実
相
と
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
平
和
案
内
人
」
が
展
示
物
な
ど

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

■
案
内
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
の
間
の
1
時
間
程
度

■
受
付　

原
爆
資
料
館
正
面
入
口
の
「
平
和
案
内
人
カ
ウ

ン
タ
ー
」
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
※
案
内
人
が
ほ
か
の

来
館
者
を
案
内
し
て
い
る
と
き
な
ど
は
、
ご
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
（
平
和
案

内
人
の
交
通
費
負
担
が
必
要
）。

問 （
公
財
）長
崎
平
和
推
進
協
会
（
☎
8
４
４

－

９
９
２
2
）

■
テ
ー
マ　

平
和
を
願
い
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
も
の

　

※
1
人
1
点
で
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

［
ポ
ス
タ
ー
の
部
］

■
応
募
資
格　

小
・
中
学
生
、
高
校
生　

■
用
紙　

四
つ
切

り　

■
応
募
方
法　

学
校
名
・
学
年
・
組
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

を
書
い
た
用
紙
を
、
作
品
裏
面
の
右
下
に
貼
っ
て
郵
送
す

る
か
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

［
標
語
の
部
］

■
応
募
資
格　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般　

■
応
募

方
法　

小・中
学
生
、
高
校
生
…
は
が
き
に
、
標
語
、
学
校
名・

学
年
・
組
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
／
一
般
…
は
が
き
に
、
標
語
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
書
い
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。　

応
・
問 

世
界
平
和
祈
念
行
事
実
行
委
員
会
（
被
爆
継
承
課

内　

〒
８
５
２

－

８
１
１
７　

平
野
町
７

－

８　

☎
８
４
４ 

－

３
９
１
３
）　

期 

（
応
募
）
9
月
1
日
（
月
）
〜
30
日
（
火
）

原爆資料館と永井隆記念館の無料開放
期 8月9日（土）　所・問 原爆資料館（☎844-
1231）・永井隆記念館（☎844-3496）

原爆資料館の開館時間延長（夜8時まで）
期 8月7日（木）〜 9日（土）8:30 〜 20:00
所・問 原爆資料館（☎844-1231）

国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館の
開館時間延長（夜8時まで）
期 8月7日（木）〜 9日（土）8:30 〜 20:00
所・問 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館

（☎814-0055）

三菱兵器住吉トンネル工場（跡）内部公開
期 8月7日（木）〜 10日（日）8:30 〜 18:30　
所 三菱兵器住吉トンネル工場（跡）　
問 被爆継承課（☎844-3913）

ながさき原爆の写真展
期 8月7日（木）〜 10日（日）8:30 〜 17:30　
所 平和公園（平和の泉〜平和祈念像間の通
路）　問 被爆継承課（☎844-3913）

青少年ピースフォーラム
期 8月8日（金）14:00 〜 17:00、9日（土）13:30
〜 15:30　所 平和会館3F ホールほか　
問 被爆継承課（☎844-3913）

世界こども平和会議プレ大会
日 8月9日（土）12:30〜17:00　所 長崎ブリッ
クホールほか　問 被爆継承課（☎844-3913）

平和学習発表会
日 8月20日（水）13:00 〜 15:00　所 平和会
館3F ホール　問 被爆継承課（☎844-3913）

原爆写真展「未来への遺産」
期 8月1日（金）〜 31日（日）　所 国立長崎原
爆死没者追悼平和祈念館交流ラウンジ　
問 （公財）長崎平和推進協会写真資料調査
部会（☎844-9922）

平和の灯
ともしび

（キャンドルライトアップ、
コンサート）
日 8月8日（金）18:45 〜 20:30 ※雨天の場合
は延期　所 平和公園（平和の泉）
問 平和の灯実行委員会（☎844-3913）※被爆
継承課内

放射線影響研究所施設一般公開
期 8月8日（金）〜 9日（土）9:00 〜 16:00
所 放射線影響研究所（蛍茶屋電停前）
問 オープンハウス実行委員会（☎823-1121）

期＝期日・期間　所＝場所　他＝その他
問＝問い合わせ　日＝日時　応＝応募

世
界
平
和
祈
念
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
募
集
し
ま
す

平
和
案
内
人
に
よ
る
原
爆
資
料
館
・
国
立
長

崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
の
ガ
イ
ド

　ご家族の被爆の記憶や思いを受け継ぎ、次の世代へ伝え
ていく取り組みを支援します。

（支援内容）
　・被爆者へのインタビュー・記録・保存
　・家族証言講話用シナリオの作成
　・話し方研修実施
　　など、それぞれの状況に応じた必要な支援を行います。

問 被爆継承課平和学習係（☎ 844-3913）

～あなたもご家族の被爆体験を語ってみませんか？～

「語り継ぐ家族の被爆体験（家族証言者）」
を募集しています。



期＝期日・期間　所＝場所　
問＝問い合わせ　日＝日時

市民団体等が主催する行事

○第35回ながさき８・９平和展
期 7月9日（水）～ 7月13日（日）

所 長崎県美術館県民ギャラリーＡ・Ｂ・Ｃ

問 ながさき8･9平和展企画委員会（☎823-2070）

○第33回原爆殉難教え子と教師の慰霊式
日 8月1日（金）午前10時50分～

所 平和会館3F　ホール

問 原爆殉難教え子と教師の像維持委員会

　 （☎823-5044）

○茂木地区原爆死没者慰霊式典
日 8月2日（土）午前10時45分～

所 潮見崎公園（茂木町）

問 茂木地区振興協議会（☎836-0043）

○第25回長崎平和フォーラム
期 8月7日（木）～ 8月9日（土）

所 長崎県立総合体育館ほか

問 情報労連長崎県協議会（☎828-9090）

○建設労働者職人原爆殉難者慰霊祭
日 8月8日（金）午前11時～

所 平和公園内不戦平和の塔前（原爆落下中心地）

問 長崎県建設産業労働組合（☎862-7121）

○第42回原爆殉難者慰霊祭
日 8月8日（金）午後７時～

所 原爆落下中心地

問 長崎県明るい社会づくり運動推進協議会

　 （☎846-8743）

○第52回原爆忌文芸大会
日 8月10日（日）午後1時～

所 長崎ブリックホール3F　国際会議場

問 NPO 法人長崎国際文化協会（☎822-2366）

○原爆犠牲者慰霊詩吟
日 8月9日（土）午前9時～ 9時10分

所 平和祈念像前広場

問 （公社）日本詩吟学院認可岳鐘会（☎847-0741）

○原爆犠牲者献茶式
日 8月9日（土）午前9時17分～ 9時37分

所 平和祈念像前広場

問 長崎市婦人会（☎822-1291）

○「被爆者歌う会・ひまわり」による合唱
日 8月9日（土）午前9時45分～ 10時

所 平和祈念像前広場

問 被爆者歌う会・ひまわり（☎090-9608-0581）

○第42回国鉄原爆死没者慰霊式
日 8月9日（土）午後0時30分～

所 JR 浦上駅構内

問 国鉄労組原爆被爆者対策協議会（☎825-9337）

○学徒動員第七高等学校生徒原爆死慰
　霊祭
日 8月9日（土）午後4時～

所 長崎市白鳥公園

問 長崎七高会（☎822-1866）

○原爆死没者慰霊・平和祈念集会
日 8月9日（土）午後7時～

所 平和公園～浦上天主堂

問 原爆と平和を考える会（☎844-1777）

○原爆犠牲者慰霊万灯流し
日 8月9日（土）午後6時30分～

所 梁橋付近（原爆落下中心地に集合）

問 長崎原爆殉難者慰霊奉賛会（☎862-7121）


